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 Various kinds of urban information are needed in city planning. Some of them are 

derived from daily administrative routine and closely connected with local geographical 

information. Many methods exist for the utilization of such urban information stored 

in the computers. 

 In this study, the polygonal method — a formula calling for division of a city into 

street zones on the basis of the roads and for attributing collected information to each 

road or street zone — has been adopted. Urban information collected by this method is 

stored in a large-scale computer in the form of a CODASYL-type data base. 

 We have developed this system in cooperation with the Ministry of Construction and 

named it "Urban Information System" (UIS). A test model is currently under construc-

tion in the city of Nishinomiya.

§1.都 市情 報 とは何 か

都市に関する情報は,次 の如 く分類される.

1.人 口統計,生 産統計,商 業統計等によ

って代表される各種統計類.

2.住 民台帳,各 種税務台帳等地方 自治体

の行政上必要な台帳に含まれる個々の情報.'

(この情報は都市情報の原子的存在である)

3.都 市の位置,標 高,道 路の位置等地図

に含まれる地理的情報.

4.施 設,構 築物,遣 跡等に関する情報

5.そ の他,人 情,風 俗等の情報

現在これ等の情報は夫々個々別々に存在し

相互に関連づけて処理 を行なうことは一般に
、

可成 り困難である.し か しこれ等 を統合的に

計算機内に蓄積 し,必 要に応 じて検索を行な
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うことができれば都市行政の企画,計 画管理

に対して強力な武器 となることは論 を待たな

い .

しかし各種統計情報は都市全境又は可成 り

広い地域を対象としているために,詳 細な企

画計画に対して満足な情報を与えないことが

多い.企 画計画に必要な詳細なデータを各種

台帳 を基にして作成するには計算機を駆使 し

ても容易でない.(そ の理由の一つ として企画.

計画に必要 とする情報は非定型的なものが多

く処理にその都度プログラムを作成する必要

があり,時 間と手間がか ・ることがあげられ

る).

従 って現実に都市における企画計画に関

する情報 を集めるとなると,現 有の業務中心

のデー タでは帯に短かし,襷 に長 しといった

状況で,そ の利用が制限されている.こ れに

対 して都市に関す る原子的情報によって綜合

的にデー タ集めて,こ れによって計算内にデ
ータベースを実現化すれば,都 市に関する企

画,計 画に取っては有力な武器となり得る.

これ を具体化 した ものが都市情報システム

(UIS)で ある.(こ のシステムは建設省と

共に関発 したシステムである).

§2.計 算機 による都市情報の表現

1.台 帳を中心とする方式

都市における行政事務の処理は台帳によっ

て行なはれている.現 在この台帳 を計算機に

よって処理 を行なっている都市は可成 りの数

にのぼっている.各 種業務処理に伴なって生

ずる情報を計算機内に蓄積し,定 期的に統計

処理 をほどこすことによって統計情報を取 り

出し,地 理的情報は別に地図上に表現する.

各種統計情報相互間および地理的情報 と統計

情報その結びつけは計算機の出力を人力によ

って処理,結 合する方式が取られる.こ の方

式は旧い方式と同様で目新 らしい点はないが,

計算機 を利用することにより,統 計処理業務

は容易になっている.

2.メ ッシュ法

都市を仮想的な経緯線で分割 し,各 分割に

含まれる統計的情報を含ませる方式である.

この方式は国土庁のメッシュ方式を都市に転

用したものである.(取扱 う情報の種類,又 適

用する企画,計 画の分野,内 容によって分割

する地域の大ぎさに差異があるが,都 市を対

象とすれば国土庁の標準メッシュ(1km四 方)

では大きすぎる場合が多い。)メッシュに含ま

せ るデータは業務データより転用し,必 要な

統計処理を行なう方式である.

3.ポ リゴナル法

この方式は都市の骨格として街路を取 りあ

げ,(こ の街路を直線にて近似すると),道路に

よって囲まれる街区を近似的に多角形にて表

現する.こ の街路および街区を計算機内に格

納 し,こ の中に業務処理によるデータを直接

地番をキーとして蓄積する方式である.

§3.上 記の三方法の特色 と問題点

上記の三方法には夫々に特色 と問題点があ

り,ど の方法を都市情報システムの基礎に採

用するに際して,夫 々の特色 と問題点に開し

て充分に明らかにして置 く必要がある.

1)業 務台帳 を中心に電算化する方式

日常の業務処理により発生する情報は常時

得ることができるという大きな利点がある.

しか し日常の業務処理に関するデータだけで

は企画,計 画業務には不満足であることが多

い.こ れ等の業務が電算機によって処理され

ている場合に,デ ータのファイルおよび処理

のプログラムは定型的な日常業務中心に作 ら

れて居 り,そ のま ・非定型業務の多い企画計

画に利用することは絶望に近い.又 企画計画

業務においてはいくつかの 日常業務間に渉る

情報を取 り扱う必要があり,個 々の業務を電

算化する現在の方式では,こ のような要望 を

満すことはできない.し かし日常業務には企

画計画業務に必要な原子的情報を多く含んで

いることを考えると,こ れらの日常業務のた
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めのファイルの在 り方,取 り扱い方が重要な

問題 となる.そ の解決法の一つとして 日常業

務を基本 として,こ れに企画計画に必要と予

想されるデー タを追加 して(こ のデータは直

接 日常業務には不必要であるが)全 体 を統合

した一つのデー タベースを作 り,計 算機内に

蓄積し,日 常業務 もこのデータベースを使用

して処理を行 うと・もに,企 画計画に当って

は,デ ータベースを利用して 日常業務相互間

の情報を検索することが可能となる.

しかしこのような大規模なデータベースを

用いて 日常業務を処理す る場合には"牛 刀を

以て鶏 を割 く"と いったこと・な り,日 常業

に対する使い勝手がよくないことが考えられ

る.し かしこれに関 してはデータベースの種

類を適当に選ぶことによって或 る程度解決す

ることができるが問題点はなしとしない。

都市情報で地理的情報は陰に陽に重要な部

分を占めるが,こ の方法は地理的情報に関し

ては全 く無力である.こ の対策 としては地理

情報は業務処理 を中心 としたデー タベース以

外に地図,図 面 として整備 し,こ れら地図 ・

図面にコー ドを付すると・もに,デ ー タベー

スにこのコー ドを含ませる.必 要な情報 をデー

タベースより検索する際地図,図 面 コー ドを

も同時に出力し,こ れによって人力で必要な

地理情報を得ることが考えられる.更 に進ん

だ システム として地図,図 面 をレザーデス

ク,マ イクロフィルム等に保存 し,こ の装置

を計算機 と結合することにより必要な地理情

報を自動的に検索,出 力することができる.

しかしこの方式は図形その ものを図形とし

て表現するだけで,こ れを数量的に取扱うと

なると図面とは別に取扱 う必要がある.(た と

えばある区域の面積を求めるに当っては出力

した図形より人手で頂点の座標 を読み取って

計算機に入力 して面積を求めなければならな

い。)

この方法は都市情報の原子 となる情報を取

扱 うとい う点では優れているが,現 実にデー

タベースを作るに際 しては多 くの問題点が残

されていて,そ の個々の解決(日 常業務情報

に附加すべき情報,デ ー タベースの形式地図

の表現等)す べ き点が多い.

2.メ ッシュ法

この方法は地理的情報 を如何にして計算機

内で表現するか という点に立って,そ の中に

企画計画に必要な情報を包含させ るかより展

開した方法の1つ である.或 る地域 を仮想的

な面で覆って,そ の面にコー ドを付 し,そ の

面の中に存在する情報を計算機内に蓄積し,

面のコー ドによって情報を検索し,そ の中の

情報を利用する方式である.メ ッシュ法は既

に国土庁によって標準的手法 として,標 準メ

ッシュ1kmメ ッシュが採用され,全 国が

この標準メッシュで覆はれている。(コー ドの

振 り方は規定 されてお り地形,道 路等に関

す るメッシュの情報は既にデー タ化 されてい

る。)

メッシュ法の特色 としては比較的簡単に面

を定義 し,そ の面内に含まれる情報 を固定す

ることができると・もに複数の メッシュで広

域にわたる地理情報およびメッシュ内に含ま

れる情報を取扱い,特 に図上に表現す るに適

している。計算機内にこれ等の情報 を蓄積 し,

その情報 を検索することは容易である.(基

本的なメッシュ情報に関しては既に全国に渉

って磁気テープに記録ずみであるために容易

に利用できる態勢にある。)その反面この方法

は多くの問題点を抱えて居 り,都 市情報を入

れる器 としては問題なしとしない.

問題点 としてはメッシュの基本 となってい

る面は仮想的なもので何等実体がなく,従 っ

てその中に含 まれる情報も仮想的な枠の中で

記述されている以上,こ の情報の絶対性にっ

いて問題がある。(メッシュの取 り方によって

その中の情報が変 り,一 義的には定まらない.

た とえ国土庁方式でメッシュを定義 しても,

それは単に或る種の仮想的な網の 目に関する

情報である。)又メッシュに関する情報はその
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面内に含 まれ る情報(例 えば市街地 の割合,

平 均標高,人 口等)を 表現す るには適 してい

るが,点,線 に関す る情報 を示す には不充分

である。((例 え ば或 る施設が メッシュ内に存

在 するこ とは表現 し得 るが,そ の位置 を同定

す るには別 に座標 が必要 とな る)更 に公園,

街 区の ご とき面 的存在 をメッシュで表現すす

る となる と過不 足を生 じ,丁 度 メッシュ内に

納め ることはできない.標 準 メッシュの大 き

さが1kmメ ッ シュであるこ とは都市情報 を盛

る器 としては大 き過 ぎ,100mメ ッ シュ又はそ

れ以下 の メッシュ を使用す必要が ある.こ の

よ うに細 かい メッシュ体系は独 自に作 る必要

が あ り,既 存の国土庁 のデー タが使 えな くな

る.又 標準 メッシュ内に包含 させ る情報に関

しては一部 の特殊 な情 報(た とえば国勢調査)

を外 いて はメッシュ とは無 関係 に取 られて居

り,こ れ らの情報 を メッシュに同定 す るため

には特別の作業 を必要 とし,都 市情報 の原子

的存在であ る 日常業務 ファイルよ り機械的作

業で変換 をす るこ とはで きない.特 に メッシ

ュの大 きさが少 さ くなれば なる程 この作業量

は莫大な もの となる。(100mの メ ッシュ を採

用す る場合には1kmメ ッ シュの100倍 となる)

以上 の ような問題点は多いが,計 算機上で フ

ァイル を作成 した り,デ ー タベ ース を構築す

るには比較 的容 易であるため に,い くつかの

都市 ではこの方式が採用 され ているが(大 阪

市,名 古屋市 がその例 にあげられ る),種 々 の

点 で行 きづ まって居 るよ うに思 われ る。(県又

は それ以上 の地域 一た とえば首都圏等 の広域

ではこの方法は有力 と思 われる)

3.ポ リゴナル法

この方法は都市 を意味 を持つ 多角形 に分割

して,そ の 中に都市に必要 な情報 を持 たせ る

方式であ る.都 市の骨格 を形成 して いるもの

は国道,主 要 地方道,市 町村道,私 道 といっ

た各種 の道路,鉄 道,河 川等であ る.道 路に

よって街 区が作 られ,こ の街 区 とい う面的存

在 で都市 が構 成 され る.従 ってポ リゴナル法

辱は道路および街区に必要とする情報を帰属さ

せることにより都市情報を構築する方式であ

る.こ の方式は都市を街区という多角形で近

似した面で分割するので多角形分割方式(po-

lygonalMethod)と 云はれるものである.

この方式では分割が道路,街 区という意味あ

る線,又 は面がその主体 となっている点メッ

シュ方式とは意味を異にしている.又 日常業

務処理 を行 うためのデー タは必ず地番,街 区,

町丁名が含まれて居 り,地 方街路には必ず地

番が含まれている.地 番,街 区町丁名で構成

される住居表示を媒介として,地 理的情報 と

日常業務データとの結合をはかることができ

る.

道路を直線で近似するならば,道 路を構成

する直線部分は始点,終 点の座標(対 象とす

る都市の元標に原点を置き,東 西,お よび南

北の方向線をX,Y軸 として表現する)で 表示

し得る.直 線で近似した道路は相互接続して

路線を構成し,交 差点において他の道路と接

続し,道 路網を構成する.こ の道路は逐次に

連結し,右 廻 り(又 は左廻 り)に 一巡す るこ

とにより街区を構成する.更 に街区の集合と

して町丁 を規定できる.道 路,街 区,町 丁に

付属するデータを夫々道路,街 区,町 丁の属

性値 として付加することにより容易に計算機

内に都市情報を地理情報 と共に蓄積 し得る.

例 えば都市の住民票には個人の住居表示が明

記されて居 り(住 民票のデータ中氏名等の個

人に関する情報を除いて)家 族構成,年 令,

等の情報をそのま・道路に付せ られた地番と

共に道路(街 路)の 属性データとして取扱 う

ことができる.更 に道路によって囲まれた街

区が定義されることにより,そ の中の地片が

定義され,地 片に建てられた建築物の状況を

建築確認申請のファイルによって記述するこ

とも可能である.こ の方法は業務のデータが

直接,間 接に容易にファイルされるという大

きな利点がある.

しかしこの方法も未だ多くの問題点を含ん
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でいる.そ の最大の問題点は都市内の総ての

道路を直線で近似 し,こ れ等道路の始点終点

の座標と道路にコー ドを付することである.

この骨格作 りの作業はデシタイザを使用する

ことによって作業量を可成 り軽減することが

できるが,都 市が大きくなると作業量が膨大

な量 となる。(人 口100万 以上の都市になると,

これを単一なファイルとして短期間に作成す

ることは不可能 とな り,い くつかの区域に分

割 して行なわなければならない)更 に道路に

付属する地番の対応をつける作業 も可成り人

手を要する.道 路に対する台帳が整備 されて

いない場合にはこの困難さはさらに増大する

(道路の台帳は国道については建設省で地方

道一県道一は都府県で,市 町村道は地 方自治

体が管理 して居 り,私 道にいたっては全 く管

理されていない.郊 外,田 園地域,山 間部に

っいては道路,住 居表示が明確 となっていな

い場合が多い 一 在る筈の道路が消滅してい

たり,新 らしい道路が管理なしに作られてい

る.)

情報システムは常にその内容が更新されな

ければ常に新らしい正確な情報は得難い.こ

の方法では内容の改訂は比較的容易であるが,

道路の追加,削 除については構造そのものを

変更す ることになるので多少面倒であり,手

間もか ・ること・なる。(これに対 してメッシ

ュ法では基本となるメッシュは予め作 られて

いるので構造の変更は殆ど考慮 しな くてもよ

い)

構造上の問題 として線 として取扱えるもの

は道路に限らず,河 川,鉄 道(敷 地),町 丁界

がある.

これ等を道路 と区別 して表現する手段 も考

える必要がある.更 に道路が交差す る場合平

面交差 と立体交差を区別 しする必要がある.

(この2つ の交差は トポロジカルに見ると異

なって居 り,そ の取扱い方 も別にしなければ

ならない)

以上のごとき問題点はあるもの ・この方法

は都市情報の原子的存在である日常業務のデ

ー タが使用することができ,都 市の微細構造

をも表現し得ると ・もに,都 市全体に関する

情報の把握が可能である,更 に地理的な情報

を計算機内に蓄積 し,処 理(例 えば任意の2

点間で道路上で計測 した最短ルー トを選決す

るといった処理)す ることができる.

ｧ4.UIS(UrbanInformationSystem)

ポ リゴナル法 を都市 に適用 した都市情報 シ

ステムはUISの 名 称 で建設 省 と共同で開発

された もので,現 在西宮市 で構築 中で あ り,

市 の 中心部分(阪 急線 と海岸 とに挾 まれ た繁

華街)に 対 して はテス トとして作 成 し,漸 次

六 甲山 を含 む郊 外部 分 について拡 大 中で あ

る.)

この 方法 は前 に述べ たご と く道路 を骨格 と

し,こ れ によって街 区,町 丁,更 に大 きな学

校区,区,市 街化 区域,市 街化調 整区域全域

を構成 し,そ の肉 となる部分 に夫 々の道路 に

付属 した情報 を属性 デー タとして取 り込ん で

い る.す なわち街 区内の人 口とその構成,道

路沿の店舗 の分布,税 収,街 区内の建 築物 の

状況(構 造建坪等),公 共 建 造物,公 共施設,

病 院防災上考慮すべ き工場,変 電 所,ガ ソ リ

ンス タン ド等の建造物,道 路に関す る情報,

(道 路 構造,構 造物 一橋,ト ンネル等 一,施

設 一消火栓,ガ ー ドレー ル ー,交 通量)等 が

含 まれて いる.

これ等の情報 は計算機 内にデー タベー ス と

して格納 され必要 に応 じてon-1ineで 検 索す

るこ とが で きる.上 記 のデー タは 自治体の 日

常業務 よ り得 られ るもので,従 って定期的 に

計算機 を通 じて容 易に更新 す るこ とが可能 で

ある.

§5.デ ー タ構 造 とデ ー タベー ス

地理的情報の基本的事項を盛 り込んで図的

に表現 したものとして地図がある.こ の地図

は基本的には位置と標高 とより成 り,そ の表
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現には等高線方式を取るものが多い.こ の場

合標高値を属性値 として表現すると,地 図の

中で表現される河川,道 路,は2次 元空間中

の"幾 何学的対象"と して取扱 うことができ

る.

すなわち0次 元の実体 としての点,1次 元

の実体 としての点,お よび2次 元の実体とし

ての面分とそれ らの接続関係 として河川,道

路 町丁を取扱 うことが可能である.し かし

上記の表現は絶対的なものではな く,地 図の

縮尺によって左右される.す なわち交差点は

大縮尺では面 として取 り扱 うが,小 縮尺では

点として表現され,河 川に関しても同様のこ

とが起る.或 る形状を点,線,面 のいつれで

取扱かうかについては問題により左右される.

地図上で閉曲線で示される面は近似的に多

角形で近似的に表現され,そ の近似度 も又問

題により左右される.

一つの線分には必ず始点,終 点があり,始

点終点を与えることにより線分の方向も規定

される.

他方1つ の面分はこれを囲むい くつかの線

分の集合 とそれ らの接続関係によって成 り立

っている.こ の接続関係には順序 をも導入し
"時計廻 り"

,"反 時計廻 り"の2つ 方向が考

えられる

複数の直線が接続関係を持って一つの線を

構成する場合にこれを上位線 と定義 し,複 数

の面が接続関係を持って一つの面を構成する

場合にこれを上位面 と定義する.

(上位面,上 位線 と面,線 は親子の関係にあ

る)

データベースでは基本構造を含む部分 と属

性値 を含む部分分割され,都 市における基本

構造を次の4つ の要素に分解する.

1)道 路交差点 点に対応

2)交 差点間の道路区間 線に対応

3)道 路で囲まれた街区 面に対応

4)街 区の中の地片 点に対応

これらの点,線,面 はとりあげる道路がき

まると原則的には街区に同定 される面及び点

が決まる.し かしこのようにして画かれた道

路によってのみ都市が表現されるものではな

い.道 路以外に行政界線,河 川,鉄 道等が線

的表現 として重要な役割を演 じている.河 川

鉄道は水際線,敷 地境界線を持つ面 として,

行政界は道路とは異種の線として取 り上げて

いる.こ れ等の基本構造 を設定するに際して

は第一図の手順に従って行なった.

図1主 構造要素の設定手順

凾
↓

手順A町 丁界 を 「線」とす る

y

未施行 地域住居表
示

実施 済地域 噺

B覊 甓 て追加す。

y

c驀 聾 磊 加する

y

Dr面 」の設定

y

Er点 」の設定

y

F「 占」「線」「面」 の補正

↓

G厂 筆地」の設定

↓

H「 住居表示」の設定

↓匈
さらに これ等の基本構造の上 位概 念 として

次の もの を取 り上 げ る.

1。 上 位面:学 校 区,行 政 区,都 市計画法

上 の各種 ゾー ン(都 市計画設定 区域,市 街化

調整 区域),を の他 のゾー ン(DID)等

2.上 位 線:国 道,主 要地方道等の路線 .

バ ス路線等

これ等の点,線,面,地 片,住 居表示,上

位 面,上 位線の夫 々に一定の様式,順 序で コ

ー ド化 を行い
,上 記の構造が持 つ属 性 を属性
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値 として夫 々に対応 させ る.こ れ等 を計算機

内にデー タベー ス として蓄積 し,検 索 を行 う.

このデー タベー スは全体 をい くつかの ファ

イルに よって構成す るが,そ れ を大 き く分類

して,次 の3種 とした.

1.都 市 構造 フ ァイル群

2.入 力,検 索用 ファイル群

3.実 体 別 フ ァイル群

都 市構造 ファ イル群 は前述 の点,線,面,

上 位 ファイル お よび夫 々に付属す る属性 デー

タよ り成 り立 ってい る.入 力検 索ファ イルは

点,線,面 に対 応す るファイル群 で,道 路,

交 差点,道 路敷,沿 線筆地,沿 線住居 表示等

の情報 を含み,日 常 業務 の個別 ファイルよ り

の入力,お よび検 索の ため に設 けた ものであ

る.デ ニ タベー スは この2つ のファイル群 に

よって構成 され る.第3の 実体的 ファイルは

道路台帳 ファイル,土 地 ファイル,住 民ファ

イル等の 日常業務 ファイルでデー タベー ス と

は別個 の個 々の ファイル よ り構成 され ている .

図2フ ァイルの論理的構成
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デー タベースとこのファイル群 とは計算機

内で結合され,都 市情報 として必要な項 目は

常時検索の対象となる.デ ータベースと個別

業務ファイルを一応分離 した理由 としては日

常業務は頻繁に行なわれ,そ の都度大型のデ
ー タベースを操作することは得策ではないと

の判断に基ず くものである.こ れ等ファイル

論理的構成は第2図 に示してある.

データベース中都市構造ファイルに含まれ

る属性データとしては第3図 に示すものであ

る.ぐ特に必要 とする場合にはその項目は自由

に追加することができる)

図3都 市構造 ファイル群に蓄積される汎用属性データ

上位面 ファイル

〔町丁 〕

町丁名

所管本 ・支庁

住居表示施行年
道路台帳作成年

点フアイル

種 別

平面座標(x,y)

標高(z)

交差点No.

交通規制

〔道路付属物 〕

信号機,道 路標

識,街 灯,並 木

線フアイル

種 別

両端点 間の直線距離

〔道路 〕延長 、幅員(平 均 ・

最狭)舗 装種別,交

通規制

〔道路付属物〕歩道(左 ・右)

中央帯,側 溝(左 ・

右),横 断施 設,消

防施設(消 化栓等)

〔建物 〕用途種別,容 積 別,

軒高別,構 造別,建

物構成(左 ・右)

〔住民 〕性別 ・出生年別人ロ

構成(左 ・右)

〔事業所公共施設〕種別,名

称,管 理者,開 設年

月 日,床 面積,従 業

員数,利 用者数

〔商店街〕種別,店 舗数(左
・右)売 上高,従 業

貝数(左 ・右)

種別,地 形,地 質,土 壌,

植 生,災 害実績,供 給処理,

土地 区画整理,防 災指定,

地域指定,用 途指定,面 積

〔土地〕地 目(登 記 ・現 況)

別地積構 成

〔建 物〕用 途種別,構 造種別,

容積別,建 床面積別,

軒 高別,敷 地面積別,

建築年 次別建物構成

〔文化財記念物〕種別,指 定

等級,管 理者,年 代

〔住民〕性別,出 生年別構 成

〔事業所公共施設〕種別,名

称,管 理 者,開 設年

月 日,床 面積,従 業

員数,利 用者数

この都市情報 システムに必要 とす る機能 と

しては次に示す もの を設計 の基準 とした.

1.デ ー タを入力す る

2.

3.

4.

入力されたデータを蓄積す る

指定されたデータを検索す る

利用 目的にあわせて変換する
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5.変 換 したデー タを出力す る

6.正 し いデー タが正 し く処理 されたこ と

の確 認

7.こ の システムが有効 にかつ総合的 に稼

動 す るよ うに管理 をす る

これ らの 中で1～5迄 は計算機 を主体 とす

る機能で あるが6～7は 管理,運 営 のため の

機能 で あ り,こ れな くしては全 システ ムの正

常 な機能 を発揮す るこ とは不可能 となる.

次 に上記の理論構造上 のデー タベ ー スをい

かな る型で実現化す るかが 問題であ る.即 ち

どの ようなDBMS(DataBaseManage-

mentSystem)の 下 で実 現 をはか るかで ある.

理 論 構造 よ り明 らか なご とく,構 造は線,面

フ ァイルが夫 々上位線,上 位面 で結び合 い,

親 子 の関係に ある.こ のよ うな構 造 を最 もよ

く表現 す るDBMSと してはCODASYL

型 の ものが あげ られ る.従 ってDBMSと し

てはCODASY型 の一種 であ るIDS(In-

tegratedDataSystem)を 適 用 した.(必 ず

しもCODASYL型 のDBMSで な けれ ば

不可能 では ないが,デ ー タベ ースの作成に関

しては 多 くの超 えなければな らない問題点 を

含 んでい る).

§5.U置Sの 基 本的 利用 プ ログラム

人間は図形を一見 して,そ の形状相対位置,

その相対関係を認知する能力を持っているが

現在の計算機にはその能力は未だ持っていな

い.従 って計算機の能力を一杯に活用 して処

理をするための理論が要求され,最近大いに開

発 された理論が"計 算幾何(学)"(Computa-

tionalGeomatry)で ある.計 算幾何は先に

述べた基本構造の下で地理情報 を計算機内に
びじ

ファイルして,そ れ等を処理するアルゴリズ

ムの基礎 となっている.た とえば指定された

地図上の一点が或る多角形内に存在するか否 ・

か を計算機の上で判定させる論理はその一例

である。

このシステムにおける基本的なプログラム

としては次の ものが作 られて いる.

1.点,線,面 をその地理 コー ドで検索す

る.

2.面 を指 定 し,そ の面 を画す る線 を検 索

す る.

3.線 を指 定 し,そ の両端の点 を検 索す る

4.点 を指 定 し,そ の点に接続す る線 を検

索す る.

5.上 位 構造(上 位面,上 位線)を その地

理 コー ドで検索す る.

6.上 位 構造 を指定 し,そ れに属す る点,

線,面 な どを検 索す る.

7.点,線,面 を指定 して,そ こに含 まれ

る地片 を検索す る.

8.線 を指定 して,そ れに接す る地 片又 は

住 居表示 を検 索す る.

9.線 又 は点 を指定 して,そ こに含 まれ る

道路区間 を検索す る.

10.点,線,面 を全件 検索す る

11.上 位 構造 を全検 索す る.

12.地 片 を指定 し,付 属 す る建物,土 地,

文 化財ectを 検 索す る.

13.線 の 住居表示 か ら事 業所,公 共施設,

住 民,商 店情報 を検 索す る.

14.道 路 区間 を指定 し,道 路,そ の付属物

を検索す る.

第4図 に基礎 アプ リケー ションプ ログラム

の例 を示す.

§6.UlSの 適 用分 野 につ い て

UISの 適用分野を都市行政に関する問題

領域別に分類する.と次の3つ のパターンとな
A

る.

1.エ リァ検索型

2.道 路 距離活用 型

3.応 用 型

更に行 政の情報ニー ズよ り分類す ると次の

3つ に分 類 され る.

1.企 画 情報

2.管 理 情報
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図4基 礎アブ1丿ケーション ・プログラムの例

プログラム

検索の種類

検索の内容

属

性

検

索

摘 要

面

の

検

索

線

の

検

索

そ
の

他
の

検

索

る
F
71

7

考
3

上上
位位

璽

耄

乏

APROO1 鼈 ㌢ヰ}享聾 撫 す、.0

APBOO1 上位面(校区,町等)の統計を作成。 0 O

匸

上位面:町,校 区,統 計区等
r.

1
_J
面 面面

"

:
:

APROO2
上位面(同 上)の 道路施設の集計を

行う。 0 0
1面

面
面

1囀 一

り

APGOO1
路線(上 位線)を 指定し,構 成する

区間とその沿線地片コー ドを検索。
0

l

t

地片一 一'{-z-1

驫 亡、様'摺`'・<Ll

ノ

lI

■

L」.J-一 」

APGOO2

建物,地 番 又は地片 コー ドを指定

して,接 している道路 とその デー

タを検索す る。

0 0

Y路線(上 位線)

点 道路区間(線)

建物鳥 磁 地,

APGOO3 ある地点間の最短径路 を検索。
!'}○
鹽■7r

APGOO4

点又は線で包囲した任意の地域の

すべての面とその面の各種規制を

検索する。

0 O 0

可

」
「

1面
1

面 面 1
面

面
_」

1τ 包囲された
地域

APROO3

中心(点 又は地片)と そこからの

距離を指定し,そ の範囲内の消化

栓 を検索する。

0 0 0 0

(例1)
直線距離1で指定

・

幽 一;望
APGOO5

上 位面 の上 水道 ネットワー クを作 成

し,上水 道の線 のデー タを検 索する。
0 0

APG901

APG902

以上のア プ リケー ションに付属 し,

検索関係 地域の ネッ トワー ク図,面

図 を出力する。

0 0

APMOO1 グラフ構造の線を消去する。 O 構造の更新用

3.政 策情報

これ等の組み合せの夫々の分野について具

体的な応用プログラムが考えられる.例 えば

エ リア検索型の企画情報 として,都 市計画道

路の計画,都 市再開発計画等があげられる.

その詳細については橋 を別にして述べる.

§7.結 言

建設省と共同に開発を行なったUISに 関

してその概略について述べたが,現 在そのも

デルとして西宮市で開発中で本年度末には完

成する予定である.本 稿に関してこのシステ

ムの構築に関係した建設本省の情報管理室の

諸兄,特 に当時の専門官であった岩松氏に厚

く御礼を述る次第である.

なおモデルおよびモデルの数学的背景,さ

らに計算機 としてこのデータベースの構造に

ついては稿 を改めて発表する.

(1983年9月27日 受付)
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